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(57)【要約】
【課題】　本願に記載のサーバシステムは、ユーザがロ
グインした画像形成装置で実行することのできる機能に
合わせた設定が割り当てられたボタンを表示することを
目的とする。
【解決手段】　実施形態に記載のサーバシステムは、表
示手段を有する画像形成装置と通信可能な情報処理装置
であって、前記画像形成装置の使用履歴を記憶する記憶
手段と、前記画像形成装置が実行することのできる機能
に関する第１の情報を受信する受信手段と、受信された
前記情報と前記記憶手段に記憶された前記使用履歴に基
づき、前記表示手段に表示させるボタンに割り当てられ
る設定を示す第２の情報を決定する決定手段と、前記決
定手段により決定された前記ボタンに割り当てられる設
定を示す情報を前記画像形成装置に送信する送信手段と
、を有することを特徴とする。
【選択図】　図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段を有する画像形成装置と通信可能な情報処理装置であって、
　前記画像形成装置の使用履歴を記憶する記憶手段と、
　前記画像形成装置が実行することのできる機能に関する第１の情報を受信する受信手段
と、
　受信された前記情報と前記記憶手段に記憶された前記使用履歴に基づき、前記表示手段
に表示させるボタンに割り当てられる設定を示す第２の情報を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記ボタンに割り当てられる設定を示す情報を前記画像
形成装置に送信する送信手段と、を有することを特徴とするサーバシステム。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記第１の情報に基づき前記画像形成装置が実行することのできる設
定を前記第２の情報として決定することを特徴とする請求項１に記載のサーバシステム。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記第１の情報に基づき前記画像形成装置が実行することのできる設
定を前記第２の情報として決定しないことを特徴とする請求項１または２に記載のサーバ
システム。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記記憶手段に記憶された設定が前記画像形成装置で実行することの
できない設定である場合に、前記設定のうち、前記画像形成装置で実行することのできな
い設定を前記画像形成装置で実行することのできる値に変更し、前記第２の情報として決
定することを特徴とする請求項１または２に記載のサーバシステム。
【請求項５】
　前記記憶手段は、ユーザを識別する識別情報と前記使用履歴を対応づけて記憶しており
、
　前記決定手段は、認証要求がなされたユーザの前記識別情報に対応づけて前記記憶手段
に記憶されている使用履歴に基づき、ボタンに割り当てられる前記第２の情報を決定する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載のサーバシステム。
【請求項６】
　前記受信手段は、前記認証要求を送信した前記画像形成装置から当該画像形成装置が実
行することのできる機能に関する情報を取得することを特徴とする請求項５に記載のサー
バシステム。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記記憶手段に記憶された使用履歴であって、前記画像形成装置が実
行することのできる使用履歴の設定を前記ボタンに割り当てる前記第２の情報として決定
することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記決定手段は、前記画像形成装置で実行することのできる前記記憶手段に記憶された
使用履歴であって、これまでに当該使用履歴と同じ設定でジョブを実行した回数が多い順
に前記表示手段に表示させるよう前記ボタンに割り当てられる前記第２の情報を決定する
ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記第２の情報は、前記表示手段に表示させるボタンの情報と、当該ボタンの表示順を
決めるための情報とを決定することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の
情報処理装置。
【請求項１０】
　ボタンの情報を送信する情報処理装置と通信することのできる画像形成装置であって、
　ユーザから受け付けた認証要求によるユーザの認証が成功したことに基づき、前記情報
処理装置に当該画像形成装置で実行することのできる機能の情報を送信する送信手段と、
　前記情報処理装置から前記ボタンの情報を受信する受信手段と、
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　前記受信手段により受信された前記ボタンの情報に基づき、前記ボタンが表示された画
面を表示する表示手段と、を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　前記画像形成装置の状態を取得する取得手段をさらに有し、
　前記表示手段は、前記取得手段により取得された前記画像形成装置の状態と前記ボタン
の情報に基づき決まるボタンを表示することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成装
置。
【請求項１２】
　前記画像形成装置の状態は、少なくとも画像が形成されるシートの有無またはシートに
画像を形成するための記録材の有無の一方の情報を含むことを特徴とする請求項１０に記
載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サーバシステムおよびサーバシステムと通信する画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置はディスプレイを備えており、ディスプレイに表示されるＧＵＩ（Ｇｒａ
ｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を介してユーザ操作を受け付けることが
できる。一般に、ユーザは操作の起点とする画面（ホーム画面）に表示されるボタンを選
択することで所望する各機能の実行や設定の変更を行うことができる。ホーム画面には例
えば、プリントやコピー、ＦＡＸといった画像形成装置の機能に対応するボタンが表示さ
れ、ユーザは表示されるボタンを選択することで所望する機能の呼び出しを行うことがで
きるようになっている。ホーム画面には、上記のような画像形成装置の基本的な機能を呼
び出すためのボタンに加え、追加機能を使用するためのボタンや、あらかじめジョブの設
定値が割り当てられたショートカットボタン等様々なボタンが配置される。
【０００３】
　ホーム画面に表示されるボタンが増えても、ユーザが使用するボタンをすぐに見つけら
れるよう、ユーザの使用履歴情報等に基づいて、ボタンの配置を動的に変えることが知ら
れている。たとえば、引用文献１では、ユーザがよく使用するボタンが前に来るようボタ
ンの表示順が決定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－１１８４５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ホーム画面に表示されるボタンを決める際には、ユーザの過去の使用履歴情報に基づく
ことがある。ユーザが実行可能な機能の異なる複数の画像形成装置を使用する場合、サー
バシステムは上記複数の画像形成装置から使用履歴を受信し、使用履歴に基づき設定値の
割り当てられたボタンの情報を生成することが考えられる。機能の異なる複数台の画像形
成装置から収集した使用履歴に基づきボタン情報が生成されるため、生成されたボタン情
報のなかには一部の画像形成装置では実行することのできない設定をボタンに割り当てて
しまう可能性がある。そのため、ユーザがログインした画像形成装置に関わらず、設定値
が割り当てられたボタンの情報を送信してしまうと、ユーザがログインした画像形成装置
では使用することのできない設定が割り当てられたボタンの情報が送信されてしまうこと
が考えられる。
【０００６】
　たとえば、ユーザがカラーコピーとモノクロコピーの両方を実行することのできる画像
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形成装置とモノクロコピーしか実行できない画像形成装置の両方を使用していたとする。
すると、当該ユーザの使用履歴としては、カラーコピーによる印刷とモノクロコピーによ
る印刷履歴の両方が記憶される。そのため、モノクロコピーしかすることのできない画像
形成装置からログインしても、カラーコピーの設定が割り当てられたボタンが表示されて
しまう。
【０００７】
　そこで、本願に記載のサーバシステムは、ユーザがログインした画像形成装置で実行す
ることのできる機能に合わせた設定が割り当てられたボタンを表示することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本明細書に記載のサーバシステムは、表示手段を有する画像形成装置と通信可能な情報
処理装置であって、前記画像形成装置の使用履歴を記憶する記憶手段と、前記画像形成装
置が実行することのできる機能に関する第１の情報を受信する受信手段と、受信された前
記情報と前記記憶手段に記憶された前記使用履歴に基づき、前記表示手段に表示させるボ
タンに割り当てられる設定を示す第２の情報を決定する決定手段と、前記決定手段により
決定された前記ボタンに割り当てられる設定を示す情報を前記画像形成装置に送信する送
信手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本願に記載のサーバシステムは、ユーザがログインした画像形成装置で実行することの
できる機能に合わせた設定が割り当てられたボタンを表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本明細書に記載の情報処理システムの全体構成の一例を示す図である。
【図２】画像形成装置１０１のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図３】画像形成装置１０１のソフトウェア構成の一例を示す図である。
【図４】サーバシステム１０２のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図５】サーバシステム１０２のソフトウェア構成の一例を示す図である。
【図６】Ａは画像形成装置１０１のホーム画面の一例を示す図である。Ｂはレコメンドボ
タン押下後の実行画面の一例を示す図である。Ｃはレコメンドボタン押下後の設定画面の
一例を示す図である。
【図７】画像形成装置１０１とサーバシステム１０２間の処理を示すシーケンス図である
。
【図８】サーバシステム１０２の記憶するレコメンドボタン情報テーブルの一例を示す図
である。
【図９】画像形成装置１０１の能力情報を示すデータの一例である。
【図１０】Ａはサーバシステム１０２のレコメンドボタン情報フィルタテーブルの一例を
示す図である。Ｂはジョブと構成する機能を管理するテーブルの一例を示す図である。
【図１１】サーバシステム１０２から画像形成装置１０１に送信されるレコメンドボタン
情報の一例を示す図である。
【図１２】サーバシステム１０２が画像形成装置１０１にレコメンドボタン情報を送信す
る処理を示すフローチャートである。
【図１３】サーバシステム１０２が画像形成装置１０１に送信するレコメンドボタン情報
をフィルタリングする処理を示すフローチャートである。
【図１４】画像形成装置１０１がサーバ装置１０２から受信したレコメンドボタン情報を
フィルタリングする際に使用するテーブルの一例を示す図である。
【図１５】画像形成装置１０１がレコメンドボタン情報を使用してホーム画面を表示する
ための処理を示すフローチャートである。
【図１６】画像形成装置１０１がサーバシステム１０２から受信したレコメンドボタン情
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報をフィルタリングする処理を示すフローチャートである。
【図１７】画像形成装置１０１の操作部に表示されるレコメンドボタン情報を使用しない
従来のホーム画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。本実施例では画像形成
装置として、プリントやスキャン、ファクス機能を有する複合機を例に説明をするが、特
許請求の範囲に係る本発明を限定するものではない。また、本実施形態で説明されている
特徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１２】
　図１は、本実施形態に係る画像処理システムを示すシステム構成図である。画像形成装
置１０１ａ、画像形成装置１０１ｂと、サーバシステム１０２とは、ネットワーク１００
を介して通信可能に接続されている。画像形成装置１０１ａと画像形成装置１０１ｂとは
同機種でもよいし別機種でもよい。すなわち、画像形成装置１０１ａがプリント、スキャ
ン、ファクス機能など複数の機能を有する複合機で、画像形成装置１０１ｂがプリント機
能のみのＳＦＰであってもよい。また不図示の複数の画像形成装置やサーバが接続されて
いてもよい。
【００１３】
　以下の説明では、画像形成装置１０１ａを画像形成装置１０１とする。
【００１４】
　サーバシステム１０２は、ジョブの設定値が割り当てられたボタン情報（以下、レコメ
ンドボタン情報）を生成し画像形成装置１０１に送信する機能を搭載する。サーバシステ
ム１０２は単一の情報処理装置から構成されるか複数台の情報処理装置によって構成され
るかは本実施形態において限定するものではない。また、画像形成装置１０１とサーバシ
ステム１０２は同一ネットワーク上にあってもよいし、異なるネットワーク上にあっても
よい。
【００１５】
　図２は、本実施形態における画像形成装置１０１のハードウェア構成を表すブロック図
である。画像形成装置１０１はシート上の画像を読み取る読取機能、シートに画像を印刷
する印刷機能を有する。また、他にも画像形成装置１０１は、画像データを外部装置に送
信するファイル送信機能などを有している。
【００１６】
　なお、本実施形態では画像処理装置として画像形成装置１０１を用いて説明をするが、
これに限定されるものではない。例えば、画像処理装置として、読取機能を有さないプリ
ンタ等の印刷装置が用いられてもよい。また、印刷機能を有さないスキャナなどの画像読
取装置が用いられてもよい。
【００１７】
　ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２０１を含む制御部２０
０は、画像形成装置１０１全体の動作を制御する。ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０２または
ストレージ２０４に記憶された制御プログラムを読み出して、読取制御や印刷制御などの
各種制御を行う。ＲＯＭ２０２は、ＣＰＵ２０１で実行可能な制御プログラムを記憶する
。ＲＡＭ２０３は、ＣＰＵ２０１の主記憶メモリであり、ワークエリア、ＲＯＭ２０２及
びストレージ２０４に記憶された各種制御プログラムを展開するための一時記憶領域とし
て用いられる。ストレージ２０４は、印刷データ、画像データ、各種プログラム、及び各
種設定情報を記憶する。なお、本実施形態の画像形成装置１０１では、１つのＣＰＵ２０
１が１つのメモリ（ＲＡＭ２０３）を用いて後述するフローチャートに示す各処理を実行
するものとするが、他の様態であっても構わない。例えば複数のＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、及びストレージを協働させて後述するフローチャートに示す各処理を実行することもで
きる。また、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔ
ｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）やＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ
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　Ａｒｒａｙ）等のハードウェア回路を用いて一部の処理を実行するようにしてもよい。
【００１８】
　操作部Ｉ／Ｆ２０６は、制御部２００を操作部２０７と接続する。操作部２０７はユー
ザに対して情報を表示したり、ユーザからの入力を検出したりする。
【００１９】
　読取部Ｉ／Ｆ２０８は、制御部２００を読取部２０９と接続する。読取部２０９はシー
ト上の画像を読み取って、画像データを生成する。読取部２０９によって生成された画像
データは外部装置に送信される。また、読取部２０９によって生成された画像データを用
いてシート上に画像が印刷される。また、読取部２０９は、原稿フィーダー（不図示）に
載置されたシートを、シートを１枚ずつ搬送させながら読み取ることが可能である。
【００２０】
　印刷部Ｉ／Ｆ２１０は、制御部２００を印刷部２１１と接続する。印刷すべき画像デー
タは印刷部Ｉ／Ｆ２１０を介して印刷部２１１に転送される。印刷部２１１は制御コマン
ド及び印刷すべき画像データを受信し、記録材を用いてこの画像データに基づいた画像を
シート上に印刷する。記録材はトナーであってもインクであってもよく、印刷部２１１の
印刷方式は、電子写真方式であってもよいし、インクジェット方式であってもよい。電子
写真方式の場合は、感光体上に静電潜像を形成した後、トナーにより現像し、そのトナー
像をシートに転写し、転写されたトナー像を定着することにより画像を形成する。一方、
インクジェット方式の場合は、インクを吐出してシートに画像を印刷する。また、画像形
成装置１０１は、通信部Ｉ／Ｆ２０５を介してネットワーク１００に接続される。通信部
Ｉ／Ｆ２０５は、ネットワーク１００上のサーバシステム１０２と、情報通信を可能に接
続され、画像形成装置１０１のホーム画面に表示するレコメンドボタン情報の受信を行う
。
【００２１】
　通信部Ｉ／Ｆ２０５を介して受信した印刷データは、ストレージ２０４又はＲＯＭ２０
２に記憶された印刷データを解析するためのソフトウェアモジュール（ＰＤＬ解析部、不
図示）によって解析される。ＰＤＬ解析部は、様々な種類のページ記述言語（Ｐａｇｅ　
Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）で表現された印刷データに基づいて印刷部
２１１で印刷するためのデータを生成する。
【００２２】
　図３は本実施形態における画像形成装置１０１のソフトウェア構成を表すブロック図で
ある。図３に記載の各ソフトウェアブロックは、ＣＰＵ２０１がＲＯＭ２０２またはスト
レージ２０４に記憶されたプログラムを実行することで実現される。
【００２３】
　コントロール部３０１は、他のモジュールを制御し、スキャン、送信、表示処理などの
画像形成装置内で発生する各処理の実行を統括的に制御する。また、コントロール部３０
１はジョブの実行に関する画像形成装置１０１の操作履歴やジョブの設定情報などを後述
するジョブ履歴テーブルに記憶するように記憶部３１０に指示を行う。
【００２４】
　認証処理部３０６はユーザからログイン／ログアウト要求を受け付ける。ログイン要求
を受け付けると、サーバシステム１０２に認証情報を送信、認証結果を受信する。認証が
成功したらＵＩ制御部３０２、ホーム画面生成部３０３にホーム画面を表示するよう指示
する。
【００２５】
　ＵＩ制御部３０２は、操作部Ｉ／Ｆ２０６を介して操作部２０７を制御する。具体的に
は、操作部２０７へのユーザ通知や選択肢等の表示、及び、ユーザによる操作部２０７の
操作を受け付け、操作内容を他の機能部に通達する。本実施例ではユーザに対して画像形
成装置１０１の操作の起点とする画面（ホーム画面）の提示を行う。
【００２６】
　ホーム画面生成部３０３はホーム画面上に配置されるウィンドウやアイコン等の画面生
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成処理を行う。ホーム画面生成部３０３は、後述のレコメンドボタン生成部３０４からレ
コメンドボタンの情報を取得し、画面情報を生成し、ＵＩ制御部３０２を介し操作部２０
７にホーム画面を表示させる。
【００２７】
　装置情報管理部３０７は画像形成装置１０１の装置の能力情報や装置の状態情報を管理
し、装置情報テーブル３１１に記憶する。装置の能力情報は例えば画像形成装置１０１が
白黒機の場合、カラー印刷能力無し、フィニッシャーがついてない場合、ステイプル能力
無し、といった情報である。装置の状態情報は例えばカラートナー切れ、ジャム、紙無し
といった状態であり、変化があれば装置情報テーブル３１１に記憶されている状態を更新
する。
【００２８】
　レコメンドボタン情報取得部３０９はサーバシステム１０２と通信を行い、レコメンド
ボタン情報の取得を行う。レコメンドボタン情報取得部３０９はサーバシステム１０２か
らレコメンドボタン情報を受信すると、受信したレコメンドボタン情報をレコメンドボタ
ン情報テーブル３１２に記憶するように記憶部３１０に指示を行う。
【００２９】
　レコメンドボタンフィルタ情報テーブル３１３は装置の状態情報に基づき実行できない
可能性がある機能を含んだボタンをフィルタするためのテーブルである。当該テーブルは
画像形成装置がどのような状態のときに、どの機能が制限されるかを記憶している。詳細
は後述する。
【００３０】
　レコメンドボタン生成部３０４は、装置情報テーブル３１１、レコメンドボタン情報テ
ーブル３１２、レコメンドボタンフィルタ情報テーブル３１３を参照し、レコメンドボタ
ン情報のフィルタリングを行う。
【００３１】
　ジョブ履歴送信部３０８は、ジョブ履歴テーブル３１４に記憶されているジョブ履歴情
報をサーバシステム１０２へ送信する。ジョブ履歴テーブル３１４には例えば、画像形成
装置１０１にて実行したジョブの種類とそのジョブを実行したときの設定値、ジョブ実行
ユーザが日時と対応付けられて記憶される。
【００３２】
　記憶部３１０は、他の機能部からの指示により、指定されたデータをＲＯＭ２０２、Ｒ
ＡＭ２０３、ストレージ２０４に記憶する、あるいは記憶しているデータを読み出す。本
実施形態では、記憶部３１０は、画像形成装置１０１のストレージ２０４に記憶される装
置情報テーブル３１１、レコメンドボタン情報テーブル３１２、レコメンドボタンフィル
タ情報テーブル３１３、ジョブ履歴テーブル３１４を管理している。
【００３３】
　図４は本実施形態におけるサーバシステム１０２を構成する情報処理装置のハードウェ
ア構成を表すブロック図である。
【００３４】
　ＣＰＵ４０１を含む制御部４００は、情報処理装置全体の動作を制御する。ＣＰＵ４０
１は演算回路からなり、ＲＯＭ４０２またはＨＤＤ４０４に記憶されたプログラムをＲＡ
Ｍ４０３に読み出し、種々の処理を実行する。ＲＯＭ４０２は、サーバシステム１０２の
制御に用いられるシステムプログラムなどを記憶する。グラフィックコントローラ４０５
は、表示部４０６に表示させるための画面を生成する。ＨＤＤ４０４は記憶領域としての
機能を有し、種々の処理を実行するアプリケーションプログラムなどを記憶する。ＨＤＤ
４０４は記憶装置の一例であり、ＨＤＤ以外にもＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒ
ｉｖｅ）などにより構成することができる。通信部Ｉ／Ｆ４０７は、サーバシステム１０
２に種々の機器を接続するためのインターフェースである。例えば、通信部Ｉ／Ｆ４０７
を介して、ディスプレイ、キーボード、マウスなどを接続することができる。また、ＣＰ
Ｕ４０１の制御に基づいて画像形成装置１０１などとネットワーク１００を介して通信を
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行う。
【００３５】
　図５は本実施形態におけるサーバシステム１０２のソフトウェアブロック図である。図
５に示す各機能部は、サーバシステム１０２を構成する情報処理装置のＣＰＵ４０１がＲ
ＯＭ４０２またはＨＤＤ４０４に記憶したプログラムを実行することにより実現される。
なお、図４に示すソフトウェアブロックは、サーバシステムを構成する１台の情報処理装
置で実現されてもよく、複数台の情報処理装置が協同することで実現されるとしてもよい
。
【００３６】
　認証処理部５０１はサーバシステム１０２に接続された画像形成装置１０１を含む複数
台の画像形成装置を使用するユーザを管理する。画像形成装置１０１からログインの認証
要求を受け取ると、認証処理を行い、認証結果を返信する。認証が成功した場合、現在ロ
グイン中のユーザ（例えばユーザＩＤ：ＡＡＡ）を記憶部５０８に記憶する。
【００３７】
　ジョブ履歴受信部５０２は、画像形成装置１０１から送信されるジョブ履歴情報を受信
し、受信した設定でジョブの実行を指示したユーザの識別情報と対応付けて、ジョブ履歴
テーブル５０９に記憶するように記憶部５０８に指示を行う。
【００３８】
　レコメンドボタン生成部５０３は、ユーザ毎にジョブ履歴テーブル５０９に記録されて
いるジョブ履歴情報に基づいてレコメンドボタン情報の生成を行う。また履歴に限らず、
他の情報と連携して、より当該ユーザが実行すると予測されるボタンを生成しても良い。
また、レコメンドボタン生成部５０３は、以下の方法に限らず、機械学習等を用いてレコ
メンドボタン情報を生成するとしてもよい。
【００３９】
　レコメンドボタン情報は、ボタンを選択したときに実行されるジョブの種類とそのジョ
ブの設定値の組み合わせである実行ジョブ情報とボタンの表示優先度情報からなる。レコ
メンドボタン生成部５０３はレコメンドボタン情報を作成すると、レコメンドボタン情報
テーブル５１０に生成したレコメンドボタン情報を記憶するように記憶部５０８に指示を
行う。レコメンドボタン情報テーブルにはユーザ毎のレコメンドボタン情報が記憶されて
いる。
【００４０】
　装置情報受信部５０４は画像形成装置１０１からのレコメンドボタン情報取得要求時に
画像形成装置１０１の装置能力情報を取得し記憶部５０８に記憶する。
【００４１】
　レコメンドボタンフィルタ情報テーブル５１１は装置能力により影響を受ける機能と設
定が定義されたテーブルである。例えば画像形成装置１０１が白黒機の場合、カラー印刷
は実施できないため、カラー印刷能力の有無にカラー印刷設定が影響を受ける、というよ
うな情報を定義している。
【００４２】
　ボタンフィルタ部５０５は記憶部５０８に記憶された画像形成装置１０１の能力情報と
、レコメンドボタンフィルタ情報テーブル５１１の情報を照らし合わせ、画像形成装置１
０１に送信するレコメンドボタンをフィルタする。レコメンドボタン情報テーブル５１０
から画像形成装置１０１にログインしているユーザのレコメンドボタン情報を取得し、画
像形成装置１０１の能力情報とレコメンドボタンフィルタ情報から送信するレコメンドボ
タンを絞り込む。
【００４３】
　レコメンドボタン情報送信部５０６は画像形成装置１０１からのレコメンドボタン情報
要求に応じてレコメンドボタン情報の送信を行う。
【００４４】
　レコメンドボタン情報テーブル更新部５０７はジョブ履歴受信部５０２と連携し、ユー
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ザのジョブ履歴がジョブ履歴テーブル５０９に追加されると、追加されたジョブ履歴を基
にレコメンドボタン情報テーブル５１０に記憶されたレコメンドボタン情報を更新する。
【００４５】
　記憶部５０８は、他の機能部からの指示により、指定されたデータをＲＯＭ４０２、Ｒ
ＡＭ４０３、ＨＤＤ４０４に記憶する、あるいは記憶しているデータを読み出す。本実施
形態では、記憶部５０８は、サーバシステム１０２のＨＤＤ４０４に記憶されるジョブ履
歴テーブル５０９、レコメンドボタン情報テーブル５１０、レコメンドボタンフィルタ情
報テーブル５１１を管理している。
【００４６】
　図６Ａは、本実施形態における操作部２０７に表示されるレコメンドボタンが配置され
たホーム画面６０１の一例である。ログインユーザ名表示領域６０９には現在ログインし
ているユーザＡＡＡのＩＤが表示されている。ユーザがログアウトボタン６０７を選択す
ると、画像形成装置１０１は、ユーザＡＡＡをログアウトさせる。
【００４７】
　ホーム画面６０１には、画像形成装置１０１の各機能の実行を指示するためのレコメン
ドボタン（即実行プリントボタン６０３、即実行コピーボタン６０４、即実行スキャンボ
タン６０５など）が表示される。レコメンドボタンは、あらかじめ決められた設定値と紐
づけられたボタンである。ユーザがレコメンドボタンを選択した場合、ユーザは新たに設
定を行わなくてもプリントやスキャン、画像データの送信を行うことができる。
【００４８】
　本実施形態では、ユーザがレコメンドボタンを選択すると、レコメンドボタン情報に含
まれているジョブ設定値から設定値が変更されることなく即実行されるが、レコメンドボ
タンに紐づく設定値が設定された設定画面が表示されても良い。
【００４９】
　レコメンドボタンはホーム画面６０１のレコメンドボタン表示領域６０２の領域内に配
置される。
【００５０】
　レコメンドボタン表示領域６０２は複数ページ存在し、それぞれのページに異なるボタ
ンが配置される。ユーザが操作部２０７をドラッグまたはフリックする、または、操作部
２０７のページ切替ボタン６０８を選択することによってレコメンドボタン表示領域６０
２に表示されるページが切り替わる。
【００５１】
　本実施例では、レコメンドボタン表示領域に表示優先度の高いものから左から順に表示
する。すなわち、表示優先度が高いものが１ページ目の１番左に表示される。ホーム画面
切替ボタン６０６は、レコメンドボタンではなく、従来のホーム画面を表示するためのボ
タンである。従来のホーム画面は、図１７に示すように画像形成装置の各機能を呼び出す
ためのボタンが表示される。たとえば、「プリント」ボタン１７０１は、外部の情報処理
装置から受信した画像データであって、画像形成装置１０１に記憶されている画像データ
を印刷するためのボタンである。ユーザが「プリント」ボタン１７０１を選択すると、印
刷する画像データを選択する画面が表示される。ユーザが画像データを選択し、スタート
キーを押下すると印刷が開始される。「コピー」ボタン１７０２は、読取部２０９で原稿
を読み取り、画像データを生成し、生成した画像データに基づく画像を印刷部２１１が印
刷する。ユーザが「コピー」ボタン１７０２を選択すると、印刷部数や読み取る原稿の種
類、片面読取か両面読取か、片面印刷か両面印刷かなど、読取と印刷に関する設定を行う
画面が表示される。当該画面を介してユーザが設定を行い、スタートキーを押下するとジ
ョブが生成され原稿の読み取りが開始される。「Ｅメール送信」ボタン１７０３は原稿を
読取部２０９で読み取り、生成した画像データをＥメール送信する機能である。ユーザが
「Ｅメール送信」ボタン１７０３を選択すると、読み取る原稿の種類や、送信先、送信す
る画像データの解像度等を設定する画面が表示される。ユーザが設定をし、スタートキー
を選択すると原稿の読み取りが開始される。「本体に保存」ボタン１７０４は読取部が読
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み取った原稿を本体のメモリに記憶する機能のボタンである。「ＦＡＸ送信」ボタン１７
０５は読取部２０９が読み取った原稿をＦＡＸ送信する機能のボタンである。上記のボタ
ンはいずれも、ジョブの設定を行う画面を表示するためのボタンであり、レコメンドボタ
ンのように選択するとすぐにジョブが開始されたり、ジョブを実行してもよいか否かをユ
ーザに確認する画面を表示させたりするものではない。また従来のホーム画面は、図６Ａ
に示す画面よりも一度に多くのボタンを表示することができる。さらに、従来のホーム画
面に表示されるボタンは、サーバシステム１０２から受信されるものではなく、画像形成
装置１０１に記憶された情報で表示することができる画面である。
【００５２】
　「ＨＯＭＥ切替」ボタン１７０６は、図６Ａに示すホーム画面を表示するためのボタン
である。
【００５３】
　図６Ｂは、ユーザがコピーのレコメンドボタン６０４を選択した場合に表示される画面
の一例である。ユーザがコピーのレコメンドボタン６０４を選択すると、レコメンドボタ
ン情報に含まれる設定でコピーが開始される。さらに、操作部２０７に図６Ｂの実行中メ
ッセージ６１０が表示される。実行中メッセージ６１０は、どのような設定でジョブを実
行しているかを示すメッセージである。当該画面には「中止」ボタン６１１が表示される
。ユーザが「中止」ボタン６１１を選択すると、実行中のコピーが中止される。
【００５４】
　図６Ｃは、ユーザがコピーのレコメンドボタン６０４を選択した後、当該レコメンドボ
タンに対応する設定をユーザに確認させる場合に表示される設定確認画面６２０の一例で
ある。ユーザはレコメンドボタンの情報に含まれる設定でそのまま実行する場合、「はい
」ボタン６２１を選択する。ユーザはジョブ実行せず終了したい場合、「いいえ」ボタン
６２２を選択する。ユーザが「いいえ」ボタン６２２を選択すると、画像形成装置１０１
は設定確認画面６２０を閉じ、ホーム画面６０１を表示する。レコメンドボタンに対応す
るジョブ設定を変更したい場合、ユーザは「設定変更」ボタン６２３を選択する。ユーザ
が「設定変更」ボタン６２３を選択すると、不図示のコピー設定画面が表示される。ユー
ザは表示されたコピー設定画面で設定を行う。
【００５５】
　レコメンドボタン押下後、即実行するか設定画面を表示するか否かは不図示の設定画面
により設定されるものでも良いし、レコメンドボタンの押下する箇所で決定しても良い。
例えば設定情報が表示されている範囲を押下したら設定画面を表示し、アイコン画像領域
を押下したら即実行としても良い。また長押しされると設定画面を表示する等しても良い
。
【００５６】
　なお、ユーザがレコメンドボタンを選択してジョブを開始する場合、レコメンドボタン
情報に対応づいていない設定項目については画像形成装置１０１が持つデフォルト設定に
従ってジョブを実行する。
【００５７】
　図７は本実施形態において、画像形成装置１０１がホーム画面６０１にレコメンドボタ
ンを表示し、ジョブを実行した際の処理を示すシーケンス図である。
【００５８】
　サーバシステム１０２は予めレコメンドボタン生成部５０３により各ユーザのレコメン
ドボタン情報を生成し、レコメンドボタン情報テーブル５１０に記憶する（Ｓ７００）。
ユーザＡＡＡは画像形成装置１０１にログインするための操作をする。画像形成装置１０
１の認証処理部３０６はユーザＡＡＡの認証情報をサーバシステム１０２に送り認証を要
求する（Ｓ７０１）。ここで画像形成装置１０１はユーザ認証のために、ユーザ名やパス
ワード等のユーザ識別情報をサーバシステム１０２に送信する。サーバシステム１０２の
認証処理部５０１は認証処理を行い、認証が成功すると認証処理成功を画像形成装置１０
１に返す（Ｓ７０３）。
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【００５９】
　認証成功を受け取った画像形成装置１０１は、ホーム画面６０１を表示するため、レコ
メンドボタン情報取得部３０９を介し、サーバシステム１０２にレコメンドボタン情報の
要求を行う（Ｓ７０４）。その際、レコメンドボタン情報取得部３０９は装置情報テーブ
ル３１１に記憶された画像形成装置１０１の能力情報も併せてサーバシステム１０２に送
信する。装置の能力情報はサーバシステム１０２から要求し、画像形成装置１０１が応答
するとしてもよい。
【００６０】
　サーバシステム１０２の装置情報受信部５０４は受信した装置の能力情報を記憶部５０
８に記憶する。ボタンフィルタ部５０５はユーザＡＡＡのレコメンドボタン情報を、画像
形成装置１０１の能力情報とレコメンドボタンフィルタ情報に基づきフィルタする（Ｓ７
０５）。Ｓ７０５において、サーバシステム１０２は、レコメンドボタン情報テーブルか
ら、認証されたユーザＡＡＡに対応するレコメンドボタン情報を抽出する。さらに、サー
バシステム１０２は、Ｓ７０４で画像形成装置１０１から受信した装置の能力情報に基づ
き、抽出されたレコメンドボタン情報から、認証要求を送信した画像形成装置１０１で実
行することのできるレコメンドボタン情報を抽出する。これにより、たとえば、画像形成
装置１０１がファクス機能を有していないにもかかわらず、ファクス機能を実行するため
のレコメンドボタン情報が画像形成装置１０１に送信されてしまうことを抑制する。
【００６１】
　サーバシステム１０２のレコメンドボタン情報送信部５０６は、フィルタされたレコメ
ンドボタン情報を画像形成装置１０１に送信する（Ｓ７０６）。Ｓ７０６で送信されるレ
コメンドボタンの情報の詳細は、図１１で後述する。レコメンドボタン情報取得部３０９
はサーバシステム１０２からレコメンドボタン情報を受け取り、レコメンドボタン情報テ
ーブル３１２に格納する。レコメンドボタン生成部３０４はレコメンドボタンフィルタ情
報テーブル３１３を基にレコメンドボタン情報テーブルに格納されたレコメンドボタンを
フィルタする（Ｓ７０７）。ここでは、画像形成装置１０１が画像形成装置１０１の状態
に応じて、レコメンドボタンをフィルタリングする。例えば、画像形成装置１０１がトナ
ー切れであり、すぐに印刷できない場合は、コピーやプリントなどトナーを使用するレコ
メンドボタンが表示されないようにするなどである。トナー切れや用紙切れ、ジャムなど
画像形成装置１０１の状態は、トナー交換や用紙補充、ジャムの解除などユーザによる作
業によりすぐに解消される可能性がある。そこで、Ｓ７０８におけるフィルタリングは、
レコメンドボタン情報を削除するのではなく、画像形成装置１０１の状態に応じて、レコ
メンドボタンの表示優先度を変えるような処理であってもよい。たとえば、トナー切れや
用紙切れ、ジャム等ですぐに印刷を行うことができない場合には、コピーやプリントとい
った印刷部２１１を使用する機能のレコメンドボタンの優先順位を下げる。一方で、スキ
ャンや送信機能など印刷部２１１を使わない機能のレコメンドボタンの優先順位を上げる
等である。
【００６２】
　画像形成装置１０１のホーム画面生成部３０３はレコメンドボタン生成部３０４からフ
ィルタされたレコメンドボタン情報を受け取り、ホーム画面６０１を構成する画面情報を
生成し、ＵＩ制御部を介し操作部２０７にホーム画面６０１を表示する（Ｓ７０８）。
【００６３】
　ユーザＡＡＡは表示されたレコメンドボタンから所望のボタンを選択し、ジョブの実行
を指示する（Ｓ７０９）。ジョブを実行すると、コントロール部３０１が、ジョブ履歴テ
ーブル３１４にジョブの実行日時、設定値、ジョブを実行したユーザ名等の使用履歴情報
を書き込む。
【００６４】
　画像形成装置１０１のジョブ履歴送信部３０８は実行されたジョブのジョブ履歴を使用
履歴としてサーバシステム１０２に送信する（Ｓ７１０）。サーバシステム１０２のジョ
ブ履歴受信部５０２は受信したジョブ履歴をジョブ履歴テーブル５０９に格納する。ここ
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では、Ｓ７０９で追加されたジョブ履歴のみを使用履歴としてサーバシステム１０２に送
信するとする。
【００６５】
　レコメンドボタン情報テーブル更新部５０７はジョブ履歴テーブル５０９に追加された
使用履歴であるジョブ履歴を基に、レコメンドボタン情報テーブル５１０に格納されたユ
ーザＡＡＡのレコメンドボタン情報を更新する（Ｓ７１１）。具体的には新しいレコメン
ドボタンを生成、既存のレコメンドボタンの優先順位の変更などを行う。
【００６６】
　図７では、画像形成装置１０１でジョブが一つ実行されるごとに、ジョブ履歴をサーバ
システム１０２に送信し、サーバがレコメンドボタン情報を生成するとした。所定時間ご
とに、サーバシステム１０２と通信し、前回サーバと通信して以降にジョブ履歴テーブル
に追加された１または複数のジョブ履歴をサーバシステム１０２にまとめて送信するとし
てもよい。また、サーバシステム１０２に未送信のジョブ履歴が所定の個数溜まったら、
サーバに未送信のジョブ履歴をまとめてサーバシステム１０２に送信するとしてもよい。
また、ユーザが画像形成装置１０１からログアウトする際に、ユーザがログイン中に実行
したジョブの履歴をサーバシステム１０２に送信するとしてもよい。図７では、サーバシ
ステム１０２もジョブ履歴が送られてくるたびにレコメンドボタンを生成したり、レコメ
ンドボタンの表示優先順を決めるとした。これらの処理を所定時間ごとに行ったり、未処
理のジョブ履歴が所定の個数溜まったら、レコメンドボタンの生成や表示優先順の設定を
行うとしてもよい。
【００６７】
　図８は、本実施形態におけるサーバシステム１０２のレコメンドボタン情報テーブル５
１０の一例である。
【００６８】
　Ｕｓｅｒ８０１はユーザの識別情報であり、どのユーザのレコメンドボタン情報である
かを示している。Ｐｒｉｏ８０２はレコメンドボタンの表示順を決めるための情報であり
、表示の優先順位を表している。本実施例ではＰｉｒｏが小さいほど表示の優先順位が高
く、Ｐｒｉｏの小さい順をレコメンドボタンの表示順とする。Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅ８０３は
、レコメンドボタンがどのような機能のアプリケーションを使ってジョブを実行するかを
定義する。Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅには、“ｐｒｉｎｔ”、“ｃｏｐｙ”、“ｓｅｎｄ”、“ｆ
ａｘ”等のタイプがある。”ｐｒｉｎｔ“は、ＰＣ等外部の装置から受信した画像データ
や、ＵＳＢメモリに記憶された画像データを読み出して印刷する機能を意味する。”ｃｏ
ｐｙ”は読取部２０９が読み取った画像データに基づく印刷を印刷部２１１で実行する機
能を意味する。”ｓｅｎｄ“は、読取部２０９で読み取った画像データを外部の装置にＥ
メール送信したり、ユーザにより指定されたフォルダにファイル送信する機能を意味する
。”ｆａｘ“は読取部２０９で読み取った画像データや画像形成装置１０１のストレージ
２０４に記憶されている画像データをファクス送信する機能を意味する。
【００６９】
　レコメンドボタンに割り当てられる設定値がＪｏｂ　Ｓｅｔｔｉｎｇｓ８０４に定義さ
れている。Ｊｏｂ　Ｓｅｔｔｉｎｇｓ８０４には、デフォルト設定から変更する設定値が
記憶されている。なお、画像形成装置１０１はＪｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ８０４で設定さ
れていない値については、画像形成装置１０１にデフォルトとして設定されている値で補
間をしてジョブを実行する。
【００７０】
　例えばユーザＡＡＡはコピー実行のレコメンドボタンが最も表示の優先順位が高く、ジ
ョブ設定として３部、モノクロ、両面印刷が設定されている。ユーザＢＢＢもプリント実
行のレコメンドボタンの表示の優先順位が最も高く、白黒印刷、両面が設定されている。
【００７１】
　図９は、本実施形態において画像形成装置１０１がサーバシステム１０２に送信する装
置の能力情報の一例である。本実施例ではＩＰＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ
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　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）で能力情報の通知を行う際のメッセージの例を挙げている。ＭＩＢ
（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ）や独自プロトコルで能力
情報の通知を行うとしても良い。
【００７２】
　９０１では画像形成装置１０１はカラー印刷をサポートしているか否かを示す属性、“
ｃｏｌｏｒ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”に対し“ｔｒｕｅ”を返しおり、これにより画像形成
装置１０１はカラー印刷能力があることをサーバシステム１０２に通知している。カラー
印刷に対応しておらず、モノクロ印刷しかできない場合“ｆａｌｓｅ”を返す。
【００７３】
　９０２では両面印刷能力があるか否かを示す属性“ｓｉｄｅｓ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”
に対して“ｏｎｅ－ｓｉｄｅｄ”と片面能力しかないことを示している。両面印刷ができ
る場合、“ｔｗｏ－ｓｉｄｅｄ”が通知される。
【００７４】
　またフィニッシング能力があるかを示す属性“ｆｉｎｉｓｈｉｎｇ－ｓｕｐｐｏｒｔｅ
ｄ”に対して“ｎｏｎｅ”を返し、ステイプルやパンチといったフィニッシング能力がな
いことを示している。ステイプルによる綴じ処理ができる場合“ｓｔａｐｌｅ”が通知さ
れ、用紙にパンチ穴をあけるパンチ処理ができる場合“ｐｕｎｃｈ”が通知される。複数
の後処理ができる場合、複数の後処理すべてが能力情報として通知される。上記のほかに
、ステイプルが可能な位置や個数、パンチが可能な位置やパンチ穴の個数等が装置の能力
情報として送信されてもよい。
【００７５】
　能力情報としては上記のほかに、読取部２０９の有無や、読取部２０９での読み取り解
像度の上限、下限、ファクス機能の有無、などを通知してもよい。サーバ１０９は受信し
た能力情報に基づき、ログインしたユーザに対応付けられたレコメンドボタン情報にボタ
ン情報を要求する画像形成装置で実行することのできないボタン情報が含まれていないか
を判定する。
【００７６】
　図１０Ａは本実施形態におけるサーバシステム１０２のレコメンドボタンフィルタ情報
テーブル５１１の一例である。レコメンドボタンフィルタ情報は、装置の能力情報に含ま
れるそれぞれの能力情報の値に基づき、送信するレコメンドボタン情報から除くレコメン
ドボタン情報を決めるためのテーブルである。
【００７７】
　ｄｅｖｉｃｅ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ１０１１は、能力情報に含まれる画像形成装
置の各能力の名称である。ｄｅｖｉｃｅ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ１０１１は図９で通
知される能力情報と同じ項目である。
【００７８】
　ｖａｌｕｅ１０１２は１０１１で定義された各能力がどのような値を取った場合にフィ
ルタするかを定義している。
【００７９】
　ｆｕｎｃｔｉｏｎ１０１３は、ｄｅｖｉｃｅ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ１０１１がｖ
ａｌｕｅ１０１２の値をとるときに制限される機能を定義している。ｆｕｎｃｔｉｏｎ１
０１３には、たとえば、ｐｒｉｎｔ、ｓｃａｎ、ｆａｘなどがある。ｆｕｎｃｔｉｏｎ１
０１３とｊｏｂ　ｔｙｐｅ８０３の関係は図１０Ｂで後述する。
【００８０】
　ｓｅｔｔｉｎｇｓ１０１４、ｓｅｔｔｉｎｇ’ｓ　ｖａｌｕｅ１０１５は、ジョブのど
の設定項目がどの設定値を取っている場合に送信するレコメンドボタン情報から除くかを
示している。ｓｅｔｔｉｎｇｓ　１０１４の“ｃｏｌｏｒ＿ｍｏｄｅ”はカラー印刷かモ
ノクロ印刷かを示す設定項目である。“ｃｏｌｏｒ”はカラー印刷を示し、“ｍｏｎｏ”
はモノクロ印刷を示す。“ｐｌｅｘ”は両面印刷か片面印刷かを示す。“ｓｉｍｐｌｅｘ
”は片面印刷を示し、“ｄｕｐｌｅｘ”は両面印刷を示す。“ｓｔａｐｌｅ”は綴じ処理
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設定を示し、“ｅｘｃｅｐｔ　ｎｏｎｅ”は“ｎｏｎｅ（ステイプルをしない）場合以外
”を示す。すなわちステイプル設定がなされている場合には、その設定がいずれの設定で
あっても、フィルタリングにより除外する対象となることを示している。“ｒｅｓｏｌｕ
ｔｉｏｎ”は印刷解像度を示しており、レコメンドボタンに割り当てられている解像度が
画像形成装置１０１で実行することの解像度が実行可能な解像度でない場合、フィルタリ
ングによりレコメンドボタン情報を送信するボタン情報から除く。
【００８１】
　例えば画像形成装置１０１が装置の能力情報としてｃｏｌｏｒ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄが
ｆａｌｓｅを通知した場合、サーバシステム１０２はｐｒｉｎｔ機能のｃｏｌｏｒ－ｍｏ
ｄｅ設定の設定値がｃｏｌｏｒ指定のレコメンドボタンを送信しない。
【００８２】
　また、能力情報のｐｒｉｎｔｅｒ－ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄは画像
形成装置１０１で指定可能な解像度を示している。図１０Ａのテーブルでは、設定される
解像度がどのような解像度であれ、画像形成装置で対応できる解像度でなければ当該レコ
メンドボタン情報をフィルタするｄｏ　ｎｏｔ　ｍａｔｃｈ　ｄｅｖｉｃｅが指定されて
いる。
【００８３】
　図１０Ｂは本実施形態における画像形成装置１０１で実行されるジョブがどのような機
能から構成されているかを示す定義の一例である。すなわち、図１０Ｂは、図８に示すＪ
ｏｂ　Ｔｙｐｅ８０３と図１０Ａに示すｆｕｎｃｔｉｏｎ１０１３の関係を示している。
なお、図１０Ｂはサーバシステム１０２と画像形成装置１０１の両方に記憶されているも
のとする。
【００８４】
　Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅ１０２１はジョブの種類を定義している。ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ１０２
２はＪｏｂ　Ｔｙｐｅがどのような機能から構成されているかを定義している。例えばＪ
ｏｂ　Ｔｙｐｅ“ｃｏｐｙ”は原稿を読取部２０９で読み取るｓｃａｎ機能と画像を印刷
部２１１で印刷するｐｒｉｎｔ機能から構成されることが示されている。“ｓｅｎｄ　ｔ
ｏ　ｅｍａｉｌ”はｓｃａｎ機能と読取部２０９が生成した画像データをＥメールで送信
するｓｅｎｄ機能で構成されることが示されている。”ｓｅｎｄ　ｔｏ　ｂｏｘ”はｓｅ
ｎｄ機能と読取部２０９が生成した画像データを画像形成装置１０１のＨＤＤに記憶する
ｂｏｘ機能で構成されることが示されている。“ｓｅｎｄ　ｔｏ　ｍｅｍｏｒｙ”はｓｅ
ｎｄ機能と読取部２０９が生成した画像データをＵＳＢメモリ等外部のメモリに記憶する
ｍｅｍｏｒｙ機能で構成されることが示されている。“ｆａｘ　ｒｅｃｅｉｖｅ”は電話
回線を用いたｆａｘ機能、外部からデータを受信するｒｅｃｅｉｖｅ機能、ｐｒｉｎｔ機
能で構成されることが示されている。”ｆａｘ　ｍｅｍｏｒｙ　ｒｅｃｅｉｖｅ”はｆａ
ｘ機能、ｒｅｃｅｉｖｅ機能、ｍｅｍｏｒｙ機能で構成される。”ｐｒｉｎｔ”はｐｒｉ
ｎｔ機能のみで構成されることが示されている。
【００８５】
　図１１は本実施形態におけるサーバシステム１０２から画像形成装置１０１へＳ７０６
で送信されるレコメンドボタン情報の一例を示した図である。
【００８６】
　本実施例ではレコメンドボタン情報を、ＪＳＯＮ（ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）
　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ）ファイルとして送信した例を示している。ＸＭＬ（
Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）などを使用してレコメンドボ
タン情報を送信してもよい。また、レコメンドボタン情報だけではなく、ホーム画面全体
のレイアウト情報などを含めたＨＴＭＬファイルを送信してもよい。
【００８７】
　送信されるレコメンドボタン情報には、ホーム画面に表示されるレコメンドボタンを生
成するための情報と、当該レコメンドボタンのジョブ情報とが含まれている。
【００８８】
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　レコメンドボタンを表示するための情報は、ボタン名１１０１、アイコン画像１１０２
、表示テキスト１１０３、優先順位１１０４である。
【００８９】
　ボタン名１１０１は、図６のホーム画面に表示されるアイコンに付加される名称である
。
【００９０】
　アイコン画像１１０２は図６に示すホーム画面に表示されるアイコン画像のファイルを
特定するための情報である。
【００９１】
　表示テキストは、当該レコメンドボタンがどのような設定がされているボタンかを示す
ために、ホーム画面に表示される文字列である。ここでは、レコメンドボタン情報で指定
される３つの設定項目の設定値が文字列として記憶されている。レコメンドボタン情報で
指定される設定項目が３つ以上ある場合には、あらかじめ決められた優先順位の順番で、
順位の高い３つの設定項目の設定値が表示テキストとして記憶される。
【００９２】
　優先順位１１０４は、レコメンドボタンをホーム画面に表示するときの表示優先順を示
す情報である。
【００９３】
　レコメンドボタンのジョブ情報は、当該レコメンドボタン情報のボタンが属するＪｏｂ
　Ｔｙｐｅ１１０５と設定１１０６である。レコメンドボタン情報に含まれるＪｏｂ　Ｔ
ｙｐｅは図８の８０３、図１０Ｂの１０２１で示されるＪｏｂ　Ｔｙｐｅと同じものであ
る。
【００９４】
　Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅ１１０５は、レコメンドボタン情報をフィルタリングする際に使用す
る情報である。設定１１０６は、ジョブを実行するときにデフォルトから設定を変更する
設定項目とその設定値を示している。
【００９５】
　図１１は、ボタン名称が「コピー」と「プリント」である２つのレコメンドボタンの情
報を含むレコメンドボタン情報である。図１１では２つのレコメンドボタンのボタン情報
を示しているが、サーバシステム１０２は所定の個数分のレコメンドボタン情報を画像形
成装置１０１に送信する。
【００９６】
　図１２は本実施形態において、サーバシステム１０２が画像形成装置１０１から認証要
求を受け付けてから送信するレコメンドボタン情報生成、レコメンドボタン情報更新の処
理を示すフローチャートである。図１２に記載の処理を実行するためのプログラムは、サ
ーバシステム１０２のＲＯＭ４０２やＨＤＤ４０４に記憶されており、ＣＰＵ４０１が当
該プログラムを読み出して実行することで処理が実現される。
【００９７】
　サーバシステム１０２の認証処理部５０１は画像形成装置１０１から認証要求を受け付
ける（Ｓ１２０１）。認証処理部５０１は画像形成装置１０１からユーザ名やパスワード
など、画像形成装置１０１にログインするユーザを識別するための情報を受信し、認証処
理を行う。
【００９８】
　認証処理部５０１は、認証が成功したか否かを判定する（Ｓ１２０２）。
【００９９】
　認証に成功した場合（Ｓ１２０２－Ｙｅｓ）、認証処理部５０１はログインユーザを記
憶部５０８に記憶する（Ｓ１２０３）。認証に失敗した場合（Ｓ１２０２－Ｎｏ）、認証
処理部５０１はＳ１２０４に処理を進める。
【０１００】
　画像形成装置１０１はＳ１２０２での判定に合わせて認証が成功したか、認証が失敗し
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たかを示す認証結果を画像形成装置１０１に送信する（Ｓ１２０４）。
【０１０１】
　サーバシステム１０２のレコメンドボタン情報送信部５０６は、画像形成装置１０１か
らレコメンドボタン情報取得要求を受信したか否かを判定する（Ｓ１２０５）。レコメン
ドボタン情報取得要求を受信した場合、レコメンドボタン情報送信部５０６は、Ｓ１２０
６に処理を進める。一方で、レコメンドボタン情報取得要求を受信していない場合、サー
バシステム１０２のＣＰＵ４０１は、図１２に記載の処理を終了する。なお、レコメンド
ボタン情報送信部５０６は、認証結果を所定時間以内にレコメンドボタン情報取得要求を
受信しなかった場合、レコメンドボタン情報の取得要求を受信しなかったと判定する。な
お、レコメンドボタン情報送信部５０６は、Ｓ１２０５において、レコメンドボタン情報
取得要求とともに、当該要求を送信した画像形成装置１０１の能力情報を取得する。
【０１０２】
　装置情報受信部５０４は、画像形成装置１０１から取得した装置の能力情報を記憶部５
０８に記憶する（Ｓ１２０６）。
【０１０３】
　ボタンフィルタ部５０５は、記憶部５０８に記憶されたログインユーザのレコメンドボ
タン情報をレコメンドボタン情報テーブル５１０から取得する（Ｓ１２０７）。Ｓ１２０
７において、ボタンフィルタ部５０５は、図８に示すレコメンドボタン情報テーブルの”
Ｕｓｅｒ”がＳ１２０３で記憶したＵｓｅｒと一致するレコードを取得する。
【０１０４】
　ボタンフィルタ部５０５は取得したレコメンドボタン情報のフィルタリング処理を実行
し、画像形成装置１０１に送信するレコメンドボタン情報を生成する（Ｓ１２０８）。Ｓ
１２０８でボタンフィルタ部５０５が実行する処理の詳細は、図１３を用いて後述する。
【０１０５】
　レコメンドボタン情報送信部５０６は、ボタンフィルタ部によりフィルタされた後のレ
コメンドボタン情報を画像形成装置１０１に送信する（Ｓ１２０９）。ここでは、あらか
じめ決められたボタン数分のレコメンドボタン情報が一つのデータとして画像形成装置１
０１に送信される。画像形成装置１０１は受信したレコメンドボタン情報をもとにホーム
画面６０１にレコメンドボタンを表示する。ユーザは、ホーム画面６０１に表示されたレ
コメンドボタンから実行したい設定が割り当てられたボタンを選択する。すると、画像形
成装置１０１が選択されたレコメンドボタンに割り当てられた設定でジョブを実行する。
【０１０６】
　ジョブ履歴受信部５０２は、画像形成装置１０１からユーザが実行したジョブの情報を
ジョブ履歴受信部５０２が受信したか否かを判定する（Ｓ１２１０）。ジョブ履歴受信部
５０２は受信したジョブ履歴をジョブ履歴テーブル５０９に記憶する。ジョブの情報を受
信した場合、ジョブ履歴受信部５０２は、Ｓ１２１１に処理を進める。一方で、ジョブの
情報を受信していない場合、ジョブ履歴受信部５０２は、Ｓ１２１２に処理を進める。
【０１０７】
　レコメンドボタン情報テーブル更新部５０７は追加されたジョブ履歴を基に、レコメン
ドボタン情報テーブル５１０に記憶された、実行したユーザのレコメンドボタン情報を更
新する（Ｓ１２１１）。Ｓ１２１１において、レコメンドボタン情報テーブル更新部５０
７は受信したジョブ履歴と同じＪｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓのジョブがサーバシステム１０
２のジョブ履歴テーブル５０９に記憶されているか否かを判定する。受信したジョブ履歴
と同じ設定のジョブ履歴がジョブ履歴テーブル５０９になければ、レコメンドボタン情報
テーブル更新部５０７は受信したジョブ履歴をジョブ履歴テーブル５０９に追加し、その
使用回数を１に設定する。受信したジョブ履歴と同じ設定のジョブ履歴がジョブ履歴テー
ブル５０９にあれば、ジョブ履歴テーブル５０９でカウントしている使用回数を受信した
ジョブ履歴分だけカウントアップする。その後、レコメンドボタン情報テーブル更新部５
０７は、使用回数が多い順にジョブ履歴をソートし、使用回数が多い順に所定の個数のレ
コメンドボタン情報をレコメンドボタン情報テーブル５１０に登録する。このようにして



(17) JP 2021-103477 A 2021.7.15

10

20

30

40

50

、レコメンドボタン情報テーブル５１０が更新される。
【０１０８】
　Ｓ１２１０、またはＳ１２１１ののち、認証処理部５０１はユーザのログアウトが通知
されたか否かを判定する（Ｓ１２１２）。ログアウトが通知されたら、図１２に記載の処
理が終了される。ログアウトが通知されていない場合、ＣＰＵはＳ１２１０に処理を戻す
。
【０１０９】
　図１３は図１２のＳ１２０８にて実行される、ボタンフィルタ部５０５が送信ボタンデ
ータを生成するためにレコメンドボタンをフィルタする処理を示すフローチャートである
。図１２に記載の処理を実行するためのプログラムは、サーバシステム１０２のＲＯＭ４
０２やＨＤＤ４０４に記憶されており、ＣＰＵ４０１が当該プログラムを読み出して実行
することで処理が実現される。
【０１１０】
　ボタンフィルタ部５０５は装置情報受信部５０４により取得された画像形成装置１０１
の能力情報を読み出す（Ｓ１３０１）。Ｓ１３０１において、ボタンフィルタ部５０５は
、図１２のＳ１２０５で受信した能力情報を読み出す。そして、ボタンフィルタ部５０５
は読み出した能力情報からレコメンドボタン情報のフィルタリングに関する能力情報を抽
出する。たとえば、サーバシステム１０２が画像形成装置１０１から受信した能力情報が
図９に示す能力情報である場合、”ｃｏｌｏｒ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”と“ｓｉｄｅｓ－
ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”、“ｆｉｎｉｓｈｉｎｇｓ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”の値を読み出す
。
【０１１１】
　ボタンフィルタ部５０５は、Ｓ１３０１で読み出した能力情報に対応するフィルタリン
グ情報を図１０Ａに示すレコメンドフィルタ情報テーブルから抽出し、有効フィルタ条件
として記憶部５０８に記憶する（Ｓ１３０２）。ボタンフィルタ部５０５は、図１０Ａに
示すレコメンドボタンフィルタ情報テーブルから、Ｓ１３０１で取得した能力情報とその
設定値に対応するレコードを抽出する。ボタンフィルタ部５０５は、取得した能力情報の
項目名が図１０Ａのｄｅｖｉｃｅ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓに一致し、取得した能力情
報の値が図１０Ａのｖａｌｕｅと一致するレコードを抽出する。たとえば、Ｓ１３０１で
取得した能力情報が［“ｓｉｄｅｄ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”＝”ｏｎｅ－ｓｉｄｅｄ”］
である場合、図１０Ａのテーブルの上から二つ目のレコードを抽出する。抽出したレコー
ドには［ｓｉｄｅｓ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ：　ｏｎｅ－ｓｉｄｅｄ：　ｐｒｉｎｔ：　ｐ
ｌｅｘ：　ｄｕｐｌｅｘ］が設定されている。Ｓ１３０１で取得した能力情報が［“ｆｉ
ｎｉｓｈｉｎｇｓ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ”＝”ｎｏｎｅ”］である場合、図１０Ａのテー
ブルの上から３つ目のレコードが抽出される。当該レコードには［ｆｉｎｉｓｈｉｎｇｓ
－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ：　ｎｏｎｅ：　ｐｒｉｎｔ：　ｓｔａｐｌｅ：　ｅｘｃｅｐｔ　
ｎｏｎｅ］が設定されている。
【０１１２】
　Ｓ１３０３以降は画像形成装置１０１に送信するレコメンドボタン情報を決めるための
フィルタリング処理である。Ｓ１３０３～Ｓ１３１１の処理は、レコメンドボタン情報の
優先度順（図８に記載のＰｒｉｏが小さい順）に、画像形成装置１０１に送信するボタン
情報が所定の個数になるまで繰り返し実行される。なお、認証されたユーザに紐づくすべ
てのレコメンドボタン情報についてＳ１３０３～Ｓ１３１１に記載の処理を実行しても、
送信するボタン情報が所定の個数にならない場合、ＣＰＵ４０１は図１３に記載の処理を
終了する。
【０１１３】
　ボタンフィルタ部５０５は、Ｓ１２０７で抽出したログインユーザのレコメンドボタン
のＪｏｂ　Ｔｙｐｅを抽出する（Ｓ１３０３）。例えば、図８に示すテーブルの１行目の
レコードであればＪｏｂ　Ｔｙｐｅ“ｃｏｐｙ”が抽出される。
【０１１４】
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　次に、ボタンフィルタ部５０５は、図１０Ｂで定義されたジョブと構成する機能の定義
から、レコメンドボタンのＪｏｂ　Ｔｙｐｅを構成する機能を決定する（Ｓ１３０４）。
たとえば、Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅがｃｏｐｙである場合、使用する機能は、ｐｒｉｎｔとｓｃ
ａｎに決められる。
【０１１５】
　以降、Ｓ１３０５～Ｓ１３０８で、Ｓ１３０３でｊｏｂ　ｔｙｐｅを取得したレコメン
ドボタン情報が、画像形成装置１０１で実行することのできるレコメンドボタンの情報で
あるかを判定する。
【０１１６】
　ボタンフィルタ部５０５は、取得したｆｕｎｃｔｉｏｎがＳ１３０２で記憶された有効
フィルタ条件のｆｕｎｃｔｉｏｎと一致するか比較する（Ｓ１３０５）。Ｓ１３０２で抽
出した、有効なフィルタ条件の中から、ｆｕｎｃｔｉｏｎがｐｒｉｎｔのフィルタ条件を
取得する。ここでは、図１０Ａの２行目のレコードと図１０Ａの３行目のレコードが取得
される。
【０１１７】
　Ｓ１３０２で抽出された有効なフィルタ条件のなかに、レコメンドボタン情報のＪｏｂ
　Ｔｙｐｅに基づいて決まるｆｕｎｃｔｉｏｎとおなじｆｕｎｃｔｉｏｎのフィルタ条件
がない場合、Ｓ１３０８に処理を進める。
【０１１８】
　有効なフィルタ条件のなかにレコメンドボタン情報のＪｏｂ　Ｔｙｐｅに基づいて決ま
るｆｕｎｃｔｉｏｎのフィルタ条件がある場合、ボタンフィルタ部５０５はＳ１３０６に
示す処理を実行する。ボタンフィルタ部５０５は、Ｓ１３０５で抽出された有効なフィル
タ条件のｓｅｔｔｉｎｇｓがレコメンドボタン情報で定義されているか否かを判定する（
Ｓ１３０６）。Ｓ１３０５で図１０Ａの２行目と３行目のレコードが抽出されている場合
、レコメンドボタン情報に”ｐｌｅｘ”と“ｓｔａｐｌｅ”という設定項目が含まれてい
るかを判定する。レコメンドボタン情報が図８の１行目の情報である場合、レコメンドボ
タン情報に”ｐｌｅｘ“は含まれており、”ｓｔａｐｌｅ“は含まれていない。レコメン
ドボタン情報が少なくとも１つ、有効フィルタ条件で示される設定項目を含んでいるため
、ボタンフィルタ部５０５は、Ｓ１３０７に処理を進める。一方で、有効なフィルタ条件
で設定されるいずれの設定項目もレコメンドボタン情報に含まれない場合、ボタンフィル
タ部５０５は、Ｓ１３０８に処理を進める。
【０１１９】
　ボタンフィルタ部５０５は、有効フィルタ条件に含まれる設定値はｓｅｔｔｉｎｇｓ　
ｖａｌｕｅ１０１５で定義された設定値がレコメンドボタン情報に含まれる設定値と一致
するか否かを判定する（Ｓ１３０７）。Ｓ１３０６において、レコメンドボタン情報に含
まれると判定された“ｐｌｅｘ”の設定値について、ボタンフィルタ部５０５は有効なフ
ィルタ条件のｐｌｅｘの設定値と、レコメンドボタン情報に含まれるｐｌｅｘの設定値が
一致するか否かを判定する。図８の１行目のレコメンドボタン情報はｐｌｅｘがｄｕｐｌ
ｅｘ（両面）であり、有効なフィルタ条件である図１０Ａの２行目のフィルタ条件もｐｌ
ｅｘはｄｕｐｌｅｘである。この場合、ボタンフィルタ部５０５は処理をＳ１３１１に処
理を進める。レコメンドボタン情報に含まれる設定値と有効なフィルタ条件に含まれる設
定値が異なる場合、ボタンフィルタ部５０５は処理をＳ１３０８に処理を進める。
【０１２０】
　ボタンフィルタ部５０５は、Ｓ１３０５～Ｓ１３０７の処理を行っていないｆｕｎｃｔ
ｉｏｎがあるか否かを判定する（Ｓ１３０８）。Ｓ１３０５～Ｓ１３０７を未処理のｆｕ
ｎｃｔｉｏｎがある場合、ボタンフィルタ部５０５はＳ１３０５に処理を戻す。未処理の
ｆｕｎｃｔｉｏｎがない場合、ボタンフィルタ部５０５はＳ１３１０に処理を進める。上
記の例では、ｓｃａｎについてまだＳ１３０５～Ｓ１３０７の処理をしていないため、Ｓ
１３０５に処理を戻す。
【０１２１】
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　ボタンフィルタ部５０５はフィルタリングの判定を行っているレコメンドボタン情報を
画像形成装置１０１に送信するレコメンドボタン情報としてメモリに記憶させる（Ｓ１３
１０）。
【０１２２】
　ボタンフィルタ部５０５は、画像形成装置１０１に送信するレコメンドボタン情報とし
て登録されているレコメンドボタン情報が所定のボタン数分に到達したか否かを判定する
（Ｓ１３１１）。送信するレコメンドボタン情報として記憶されたレコメンドボタン情報
が所定のボタン数分になった場合、ボタンフィルタ部５０５は図１３に記載の処理を終了
する。送信するレコメンドボタン情報の数が所定のボタン数に満たない場合、ボタンフィ
ルタ部５０５はＳ１３０３に処理を戻し、優先順位が一つ下のレコメンドボタン情報につ
いてＳ１３０３以降の処理を実行する。
【０１２３】
　フィルタした結果、ボタンの数が予め決められたレコメンドボタン送信数になるまで繰
り返す。これにより画像形成装置１０１では実行できないレコメンドボタン情報を送信す
ることを防ぐことが可能となる。
【０１２４】
　なお、図１３では、画像形成装置１０１の能力情報に基づき、画像形成装置１０１で実
行することのできない設定が割り当てられたレコメンドボタン情報を画像形成装置１０１
に送信しないようにした。画像形成装置１０１で実行することのできない設定が割り当て
られたレコメンドボタン情報について、レコメンドボタン情報に割り当てられる設定を画
像形成装置１０１が実行できる値に変えて画像形成装置１０１に送信するとしてもよい。
例えば、カラー印刷に対応していない画像形成装置１０１に対して、図８の上から２つ目
のレコメンドボタン情報を送信しようとしたとする。このとき、サーバシステム１０２は
、レコメンドボタン情報のＪｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓに含まれるｃｏｌｏｒ＿ｍｏｄｅ：
ｃｏｌｏｒを画像形成装置１０１が実行することのできるｃｏｌｏｒ＿ｍｏｄｅ：ｍｏｎ
ｏに変更し、画像形成装置１０１に送信する。このようにすることで、サーバシステム１
０２に記憶されているレコメンドボタン情報に割り当てられる設定を実行することのでき
ない画像形成装置であっても、受信したレコメンドボタン情報に割り当てられた設定でジ
ョブを実行することができるようになる。また、画像形成装置１０１の能力情報に応じて
、画像形成装置１０１で実行することのできない設定が割り当てられたレコメンドボタン
情報の表示優先度を下げるとしてもよい。たとえば、フィルタリングにより画像形成装置
１０１で実行することのできないと判定されたレコメンドボタン情報の優先順位を、レコ
メンドボタン情報テーブルに登録される優先順位の一番後ろの番号にする。このようにす
ることで、画像形成装置１０１で実行することのできない設定が割り当てられたレコメン
ドボタンが画像形成装置１０１で実行することのできるレコメンドボタンよりも先に表示
されるのを防ぐことができる。
【０１２５】
　図１４は本実施形態において、画像形成装置１０１がサーバシステム１０２から受信し
たレコメンドボタン情報をフィルタリングする際に使用するレコメンドボタンフィルタ情
報テーブル３１３の一例である。
【０１２６】
　ｄｅｖｉｃｅ　ｓｔａｔｕｓ１４１１は画像形成装置１０１の状態を示している。”ｃ
ｏｌｏｒ　ｔｏｎｅｒ　ｏｕｔ”、“ｂｌａｃｋ　ｔｏｎｅｒ　ｏｕｔ”はそれぞれ各色
のトナーが無いことを示している。“ｊａｍ”は用紙詰まりを示している。”ｓｔａｐｌ
ｅ　ｏｕｔ”、”Ａ４　ｐａｐｅｒ　ｏｕｔ“はそれぞれステイプル針がないこと、Ａ４
用紙がないことを示している。”ｓｃａｎ　ｓｅｎｓｏｒ　ｅｒｒｏｒ”はスキャンセン
サに異常が発生しており、正常なスキャン画像が得られないことを示している。
【０１２７】
　ｆｕｎｃｔｉｏｎ１４１２はそれぞれのエラーが発生している場合に、どの機能を使う
ことができなくなるかを示している。図１４におけるｆｕｎｃｔｉｏｎは図１０Ａ、Ｂに
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おけるｆｕｎｃｔｉｏｎと同様のｆｕｎｃｔｉｏｎである。ｓｅｔｔｉｎｇｓとｓｅｔｔ
ｉｎｇ’ｓ　ｖａｌｕｅは、各ｄｅｖｉｃｅ　ｓｔａｔｕｓにおいて実行することのでき
ない設定項目と設定値の組を示している。
【０１２８】
　例えば、ｄｅｖｉｃｅ　ｓｔａｔｕｓ１４１１がカラートナー切れ“ｃｏｌｏｒ　ｔｏ
ｎｅｒ　ｏｕｔ”の場合、印刷に関するジョブであって、印刷のカラーモードがカラーの
設定がなされているレコメンドボタンはホーム画面に表示されないよう制御する。また、
ｄｅｖｉｃｅ　ｓｔａｔｕｓ１４１１がスキャナセンサーエラーｓｃａｎ　ｓｅｎｓｏｒ
　ｅｒｒｏｒの場合、ｓｃａｎ機能から構成されるジョブは全て実行できないためホーム
画面に読取部２０９を使用するレコメンドボタンを表示しない。
【０１２９】
　図１５は本実施形態における画像形成装置１０１にユーザがログインして、レコメンド
ボタンを含むホーム画面が表示、ジョブ実行までの処理を示すフローチャートである。本
フローチャートに記載の処理を実行するためのプログラムは、ＲＯＭ２０２またはストレ
ージ２０４に記憶されており、ＣＰＵ２０１が当該プログラムを実行することで処理が実
現される。
【０１３０】
　認証処理部３０６はユーザからログイン要求を受け付ける（Ｓ１５０１）。認証処理部
３０６はサーバシステム１０２にログイン情報を送信し認証を要求する。認証処理部３０
６は、サーバシステム１０２から認証が成功したことを示す通知を受信したか否かを判定
する（Ｓ１５０２）。認証が成功したことが通知された場合、Ｓ１５０３以降の処理が実
行される。認証が成功したことが通知されていない場合、ＵＩ制御部３０２はログインエ
ラーをユーザに通知するメッセージを表示する（Ｓ１５０９）。エラーメッセージを表示
したのちに、ＣＰＵ２０１は図１５に記載の処理を終了する。
【０１３１】
　認証が成功した場合、レコメンドボタン情報取得部３０９はサーバシステム１０２にレ
コメンドボタン情報の取得要求を送信する（Ｓ１５０３）。なお、Ｓ１５０３において、
レコメンドボタン情報取得部３０９は、装置情報テーブル３１１に記憶された画像形成装
置１０１の装置の能力情報をレコメンドボタン情報取得要求と併せてサーバシステム１０
２に送信する。
【０１３２】
　レコメンドボタン情報取得部３０９はサーバシステム１０２から図１１に示すレコメン
ドボタン情報を取得し、レコメンドボタン情報テーブル３１２に記憶する（Ｓ１５０４）
。Ｓ１５０４において、画像形成装置１０１は所定の個数分のレコメンドボタン情報がひ
とまとまりになったデータをサーバシステム１０２から受信する。
【０１３３】
　レコメンドボタン生成部３０４は受信したレコメンドボタン情報とレコメンドボタンフ
ィルタ情報テーブル３１３に基づきホーム画面６０１に表示するレコメンドボタンを決定
する（Ｓ１５０５）。Ｓ１５０５で実行される処理の詳細は図１６で後述する。
【０１３４】
　ホーム画面生成部３０３はＳ１５０５で決定されたレコメンドボタンに基づきホーム画
面を生成し、ＵＩ制御部３０２を介して操作部２０７にホーム画面６０１を表示する（Ｓ
１５０６）。ホーム画面生成部３０３は、レコメンドボタン情報とホーム画面６０１に配
置するアイコンやテキストの各情報をまとめてホーム画面情報を生成する。そして、生成
したホーム画面情報に基づくホーム画面をＵＩ制御部３０２に表示させる。
【０１３５】
　コントロール部３０１がユーザからジョブ実行の指示を受け付けて、ジョブを実行した
か否かを判定する（Ｓ１５０７）。ジョブが実行された場合、ジョブ履歴送信部３０８は
実行されたジョブの情報をジョブ履歴テーブル３１４に記憶するとともに、サーバシステ
ム１０２に送信する（Ｓ１５０８）。
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【０１３６】
　図１６はＳ１５０５にて、レコメンドボタン生成部３０４が表示するレコメンドボタン
を決定するための処理を示すフローチャートである。本フローチャートに記載の処理を実
行するためのプログラムは、ＲＯＭ２０２またはストレージ２０４に記憶されており、Ｃ
ＰＵ２０１が当該プログラムを実行することで処理が実現される。
【０１３７】
　レコメンドボタン生成部３０４は装置情報管理部３０７を制御し、ＲＡＭに記憶されて
いる現在の装置の状態を示す情報を取得する（Ｓ１６０１）。ここでは、カラートナーが
無くなっており、”ｃｏｌｏｒ　ｔｏｎｅｒ　ｏｕｔ”が発生しているとする。
【０１３８】
　レコメンドボタン生成部３０４は、図１４に示すレコメンドボタンフィルタ情報テーブ
ルから、画像形成装置１０１で発生している装置の状態情報に対応するフィルタ条件を抽
出する（Ｓ１６０２）。図１４のテーブルより、”ｃｏｌｏｒ　ｔｏｎｅｒ　ｏｕｔ”発
生時には、図１４に示すテーブルの１番目のレコードを抽出する。当該レコードでは、カ
ラートナーが無いときに、ｐｒｉｎｔ機能のｃｏｌｏｒ＿ｍｏｄｅがｃｏｌｏｒに設定さ
れているレコメンドボタン情報をフィルタリングすることが示されている。
【０１３９】
　以降Ｓ１６０３～Ｓ１６０８で、受信したレコメンドボタン情報について、ボタン毎に
当該ボタンをホーム画面に表示するか否かを判定する。
【０１４０】
　レコメンドボタン生成部３０４は、Ｓ１５０４でサーバシステム１０２から取得した１
つのレコメンドボタン情報のＪｏｂ　Ｔｙｐｅを取得する（Ｓ１６０３）。例えば、サー
バシステム１０２から図８の上から５つ目の［Ｕｓｅｒ：ＡＡＡ、Ｐｒｉｏ：５、Ｊｏｂ
　Ｔｙｐｅ：　ｐｒｉｎｔ、Ｊｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ：　ｃｏｌｏｒ：　ｃｏｌｏｒ，
　ｐｌｅｘ：　ｓｉｍｐｌｅｘ］を受信したとする。この場合、レコメンドボタン生成部
３０４は、Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅがｐｒｉｎｔであると判定する。
【０１４１】
　レコメンドボタン生成部３０４は、図１０Ｂで定義されたジョブと構成する機能の定義
から、レコメンドボタンのＪｏｂ　Ｔｙｐｅを構成する機能を取得する（Ｓ１６０４）。
レコメンドボタン生成部３０４は、図１０Ｂに記載のテーブルから、Ｊｏｂ　Ｔｙｐｅ：
ｐｒｉｎｔに対応するｆｕｎｃｔｉｏｎはｐｒｉｎｔであると判定する。
【０１４２】
　レコメンドボタン生成部３０４は、Ｓ１６０２で抽出された有効なフィルタ条件のｆｕ
ｎｃｔｉｏｎにＳ１６０４で特定したｆｕｎｃｔｉｏｎが含まれているか否かを判定する
（Ｓ１６０５）。図１４の１行目の“ｃｏｌｏｒ　ｔｏｎｅｒ　ｏｕｔ”はｆｕｎｃｔｉ
ｏｎがｐｒｉｎｔのレコメンドボタンに対するフィルタ条件である。そして、処理中のレ
コメンドボタンもｐｒｉｎｔに関するものであるため、レコメンドボタン生成部３０４は
処理をＳ１６０５に進める。
【０１４３】
　有効なフィルタ条件のｆｕｎｃｔｉｏｎとレコメンドボタン情報のＪｏｂ　Ｔｙｐｅか
ら決まるｆｕｎｃｔｉｏｎが一致しない場合、レコメンドボタン生成部３０４は、Ｓ１６
０５に記載の処理をしていないｆｕｎｃｔｉｏｎがあるか否かを判定する。Ｓ１６０５の
処理をしていないｆｕｎｃｔｉｏｎがある場合、レコメンドボタン生成部３０４は、Ｓ１
６０５に処理を戻し、次のｆｕｎｃｔｉｏｎについてＳ１６０５に記載の処理を実行する
。一方で、処理中のレコメンドボタン情報に対応するＪｏｂ　Ｔｙｐｅから決まるすべて
のｆｕｎｃｔｉｏｎについてＳ１６０５の処理が終了していた場合、レコメンドボタン生
成部３０４は、以下の処理を行う。レコメンドボタン生成部３０４は、サーバシステム１
０２から受信したすべてのボタン情報について、Ｓ１６０３に記載の処理をしたか否かを
判定する。受信したすべてのレコメンドボタン情報についてＳ１６０３に記載の処理をし
ている場合、レコメンドボタン生成部３０４は、図１６に記載の処理を終了する。未処理
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のレコメンドボタン情報が残っている場合、レコメンドボタン生成部３０４は、Ｓ１６０
３に処理を戻す。
【０１４４】
　有効なフィルタ条件のｆｕｎｃｔｉｏｎとＪｏｂ　Ｔｙｐｅから決まるｆｕｎｃｔｉｏ
ｎが一致した場合、レコメンドボタン生成部３０４は、有効なフィルタ条件のｓｅｔｔｉ
ｎｇｓがレコメンドボタン情報に含まれているか否かを判定する（Ｓ１６０６）。レコメ
ンドボタン情報に有効なフィルタ条件のｆｕｎｃｔｉｏｎが含まれていない場合、レコメ
ンドボタン生成部３０４は、Ｓ１６０８の後ろに処理を進める。一方で、レコメンドボタ
ン情報に有効なフィルタ条件のｆｕｎｃｔｉｏｎが含まれている場合、レコメンドボタン
生成部３０４は、Ｓ１６０７に処理を進める。たとえば、有効なフィルタ条件が図１４の
１行目のレコードである場合、有効なフィルタ条件のｓｅｔｔｉｎｇｓはｃｏｌｏｒ＿ｍ
ｏｄｅである。処理中のレコメンドボタン情報が、図８の上から５つ目のレコメンドボタ
ン情報である場合Ｊｏｂ　Ｓｅｔｔｉｎｇｓにｃｏｌｏｒ＿ｍｏｄｅがあるため、レコメ
ンドボタン生成部３０４はＳ１６０７に処理を進める。
【０１４５】
　レコメンドボタン生成部３０４は、レコメンドボタン情報のＪｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ
に有効なフィルタ条件のｓｅｔｔｉｎｇ’ｓ　ｖａｌｕｅが含まれるか否かを判定する（
Ｓ１６０７）。レコメンドボタン情報のＪｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓにフィルタ条件のｓｅ
ｔｔｉｎｇ’ｓ　ｖａｌｕｅが含まれない場合、レコメンドボタン生成部３０４はＳ１６
０８の後ろへと処理を進める。
【０１４６】
　レコメンドボタン情報のＪｏｂ　ｓｅｔｔｉｎｇｓに有効なフィルタ条件のｓｅｔｔｉ
ｎｇ’ｓ　ｖａｌｕｅが含まれる場合、レコメンドボタン生成部３０４は、受信したレコ
メンドボタン情報から処理中のレコメンドボタン情報を削除する（Ｓ１６０８）。
【０１４７】
　上記Ｓ１６０３～Ｓ１６０８の処理をサーバシステム１０２から受信したレコメンドボ
タン情報の数だけ繰り返し行い図１６に記載の処理を終了する。このようにすることで、
画像形成装置１０１がすぐには実行することのできない設定がなされたレコメンドボタン
情報がホーム画面に表示されるのを防ぐことができる。なお、本実施例では、画像形成装
置１０１の装置状態により、すぐには実行することのできない設定がなされたレコメンド
ボタンの表示優先順が後ろになるような構成であってもよい。たとえば、Ｓ１６０８にお
いて、処理中のレコメンドボタンの優先順位（Ｐｒｉｏ）を受信したレコメンドボタンの
うちで最も低い順位に設定しなおすとしてもよい。このようにすることで、画像形成装置
１０１の状態によりすぐには実行することのできない設定がされたレコメンドボタン情報
がすぐに実行可能なボタンよりも優先して表示されることを抑制することができる。
【０１４８】
　また、画像形成装置１０１の装置状態により、すぐには実行することのできない設定が
なされたレコメンドボタンについて、画像形成装置１０１が実行できるよう設定を変更す
るとしてもよい。たとえば、ｃｏｌｏｒ　ｔｏｎｅｒ　ｏｕｔが発生している場合、ｃｏ
ｌｏｒ＿ｍｏｄｅにｃｏｌｏｒが設定されているレコメンドボタン情報についてはＳ１６
０８でｃｏｌｏｒ＿ｍｏｄｅをｃｏｌｏｒからｍｏｎｏに変更するとしてもよい。このよ
うにすることで、画像形成装置１０１の状態によりすぐには実行することのできないレコ
メンドボタンが表示されるのを抑制することができる。
【０１４９】
　本実施例では予め決められたホーム画面に配置するレコメンドボタンの数より多い数を
サーバシステム１０２より取得し、取得したレコメンドボタンをフィルタした結果、配置
する個数に達した場合、本フローを終了する。これにより画像形成装置１０１の装置能力
で実行可能なレコメンドボタンでも、装置の状態によっては実行できないボタンをホーム
画面に配置することを防ぐことが可能となる。配置する個数に達する前に受信したレコメ
ンドボタン情報全てのフィルタリングが完了した場合、配置できる数だけ配置して表示し
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ても良いし、レコメンドボタンを配置しない従来の機能ボタンのホーム画面を表示しても
良い。
【０１５０】
　＜その他の実施形態＞
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰ
Ｕ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのコンピュー
タプログラム、及び該コンピュータプログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。

【図１】 【図２】



(24) JP 2021-103477 A 2021.7.15

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(25) JP 2021-103477 A 2021.7.15

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(26) JP 2021-103477 A 2021.7.15

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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